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１. はじめに 

扇沢シャッター砂防堰堤は，コンクリートスリット砂防堰堤のスリッ

ト部に取り外し可能な横桟を配置したシャッター付き砂防堰堤である。

出水期(5 月～10 月)には横桟を閉じて異常出水時の土砂を捕捉し，非出

水期には横桟を取り外して無害土砂を流し，空き容量を確保する“季節

管理”を想定したもので，平成 17 年に信濃川水系篭川流域の既設コン

クリートスリット堰堤である扇沢砂防堰堤の機能向上のために計画し，

平成 18、19 年に試験施工を実施 1) した。 
その後，平成 21 年，平成 22 年に出水期前後のシャッター開閉作業

を実施して動作確認と検証を行ってきた 2) が，これまで大きな土砂流

出はなく，シャッターによる土砂捕捉はなかった。 
今回，平成 23 年 5 月の融雪出水による流出土砂を捕捉し，堆砂した

ことから，シャッターによる土砂捕捉の状況と今後の運用について報告

する。 

 
２. シャッターによる土砂捕捉の状況 

1.1 シャッターの構造 

扇沢堰堤は，有効高 8.5m，幅 3.0m の３門の各スリットに試験施工として 4 本の横桟(鋼管 508φmm)を設置する

ことで有効高約 3.5m のシャッターとしている。横桟の純間隔は，機能や効果を早期に検証するために２年確率規模

流量による移動限界粒径(d=0.6m)を対象として最下段を d の１倍，上部を d の 0.5 倍としている。 

 
1.2 現地概況 

平成 23 年５月時点でシャッターは設置され

た状態であった。 
土砂捕捉前後の現地状況を写真-１に示す。左

岸及び中央シャッターはφ0.3～0.5m の礫で完

全に閉塞し，シャッター天端まで土砂が堆積し

ている。右岸シャッターは L=1.5～3.5m の流

木が絡んでいるものの閉塞はしていない。捕捉

した土砂は堆砂敷の左岸寄りに堆積しており，

右岸側の堆積土砂は減水期またはその後の出

水により流出した痕跡がみられた。また，堆積

形状や粒径から掃流形態の土砂流出であった。 
同年 11 月，非出水期の排砂状況をモニタリ

ングするためにシャッターを開放した。 

 
2.2 流量規模の推定 

扇沢堰堤には，平成 22 年 11 月より，３門の各スリットにモニタリング用の圧力式水位計を設置している。観測

水位は図-３に示すとおりであり，右岸スリットの観測水位から 5/11，5/30 にピークがみられる。また，中央スリッ

トのデータの乱れは堆積土砂の土圧によるもので， 4 月下旬より堆砂が開始し，５月にシャッター天端まで堆砂し

たと推察できる。観測水位からの換算流量や現地の痕跡，粒径等からの推定(表-１)により，今回のピーク流量は扇沢

堰堤地点で Q=50～80m3/s，5～10 年超過確率程度の規模と考えられる。 

図-1 扇沢砂防堰堤位置図 

 

扇沢シャッター砂防堰堤 

写真-1 土砂堆積前後の現地写真 

左岸スリット (H23.9)【堆砂後】

【堆砂前】 堆砂前の状況 (H22.11)

右岸スリット (H23.9)

堆砂後の状況 (H23.10)【堆砂後】

左岸 中央 右岸

【堆砂後】
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2.3 堆積土砂量の推定 

測量結果から，扇沢堰堤上流には５月の出水によって約 990m3，

その後 11 月までの出水でさらに約 1150m3の土砂が堆積している。

当初設計で想定したとおり排砂されない場合は，除石管理を行わ

なければ今後も堆砂が進行し，空容量が減少する。今回の土砂は

支川扇沢からの供給と推定され，扇沢の流域状況からは今後も土

砂流出が予測される。 

３. 今後の運用方法(案) 

現地モニタリングの結果から，今後の運用では，シャッター開閉作業や除石管理の頻度とコストの低減を目指し，

最下段の開口幅を拡大することで今回規模の流出土砂を無害土砂として流下させ，イベント発生時に下部シャッタ

ーを設置する操作方法も検討している。本案では，最下段の透過部高さは，礫径調査 d95 の１倍，今回の捕捉土砂

d95の２倍，捕捉流木長(平均値)の 1/2 倍にあたる 1200mm とし，最下段以外の設置間隔は，土砂を確実に捕捉する

ために当初設計のとおり 300mm としている。当面の下部シャッターとして，本堤構造の改良を伴わず，かつ迅速

な設置が可能な鋼製牛枠等をシャッター上流に配置する方策も考えられる(図-４)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４. おわりに 

今回の捕捉で当初設計の対象現象においてシャッターが土砂捕捉機能を発揮することが確認された。今後もモニ

タリングを継続し，運用方法やシャッター構造に対して検証を行っていく必要がある。 

謝辞： シャッター取り外し作業にあたっては，(株)神戸製鋼所，金森建設(株)の方々にご協力いただき，また，京都
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図-３ 扇沢砂防堰堤水位観測データ 
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図-２ 観測所雨量からの推定ハイドログラフ 

表-1 流量規模の推定 
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図-４ 上部シャッターと下部シャッター(案) 

表-２ 扇沢堰堤におけるシャッター運用方針(案)比較 

推定方法 流　量 備　考

観測水位からの換算流量 最大 79m
3
/s 扇沢堰堤水位計2011/5/30（堰の公式）

痕跡からの推定流量 最大 81m3/s 代表断面の等流計算

粒径からの推定流量 50m
3
/s 堆積土砂Dmax(600mm)の移動限界(岩垣式)

観測雨量からの推定流量 53m3/s 高瀬雨量観測所2011/5/29(中安)

イメージ図 概　要 シャッター開閉操作 除石管理

第1案

常時閉鎖

 常時シャッターを閉じて土砂を確実に
捕捉させ、毎出水後に堆砂状況に応じ
て除石管理を行う。

なし
(常時閉鎖)

毎出水後
(頻度大)

第2案

季節管理①

 出水期にはシャッターを閉じて土砂を
確実に捕捉させ、非出水期にはシャッ
ターを開放し、堆積した土砂を自然の
流水で排砂して空き容量を確保する。

年2 回操作
(出水期前閉作業、
非出水期前開作業)

非出水期
(頻度小)

第3案

季節管理②

 出水期にはシャッターを閉じて土砂を
確実に捕捉させ、非出水期にはシャッ
ターを開放して平時の堆砂を抑制す
る。堆砂した場合は堆砂面より上の鋼
管のみを取り外し、除石は行わない。

年2 回操作
(出水期前閉作業、
非出水期前開作業)
⇒満砂後は常時閉鎖

なし

第4案

イベント対応

 底面のクリアランスを大きくとり、中小
出水時の土砂は通過させて平時の空
き容量を確保し、上流域で異常が発生
した場合に下部シャッターを閉じて土砂
を確実に捕捉する。

イベント時操作
(イベント発生時に下
部シャッター閉作業、
上部シャッターは常時
閉鎖)

イベント後
(頻度小)
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